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旭
ヶ
丘
自
治
会
と
意
見
交
換
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
災
害
時
に
お
け
る

河
川
災
害
応
急
復
旧
業
務
」

協
定
会
社
を
公
募
中

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
「
災
害
時
に
お
け
る
河

川
災
害
応
急
復
旧
業
務
」
に
関
す
る
協
定
会
社
の

公
募
を
左
記
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
協
定
は
災
害
時
に
応
急
復
旧
を
迅
速
に
行

う
た
め
、
事
前
に
協
力
会
社
を
定
め
緊
急
時
の
体

制
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
の
際
は
、
現
在
の

協
定
会
社
に
よ
り
災
害
応
急
復
旧
工
事
が
迅
速
に

行
わ
れ
降
雨
に
よ
り
河
川
の
水
位
が
高
く
な
る
出

水
期
前
の
早
い
時
期
に
応
急
復
旧
を
完
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

鬼
怒
川･
小
貝
川
で

河
川
工
事
施
工
中
で
す
！

下
館
河
川
事
務
所
管
内
の
鬼
怒
川
・
小
貝
川
で

は
各
地
で
河
川
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
昨
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
箇
所
の
本
格
復
旧
工
事
を
は
じ
め
と
し
、
昨
年

九
月
の
台
風
十
五
号
な
ど
の
洪
水
で
洗
掘
さ
れ
被

災
し
た
箇
所
の
復
旧
工
事
や
堤
防
断
面
（
高
さ
・

幅
）
不
足
の
解
消
を
し
堤
防
の
強
化
を
図
る
た
め

の
築
堤
工
事
等
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

公 募 概 要
●協定区間：下館河川事務所管内（各出張所ごと）

●協定内容：下館河川事務所の管理する河川施設等において

発生した災害の応急復旧について、これに必要な資機材、労

力等の確保及び動員の方法を定め、災害の拡大防止と被災

施設の早期復旧に資することを目的とします。

●協定期間：平成２４年４月１日～平成２７年３月３１日

●選定方式：公募により協定会社を選定

●協定締結会社は「総合評価落札方式」における技術評価点

の算定において「地域貢献度」で評価されます。

●平成２４年２月１０日（金）：技術資料提出期限

●協定に関する資料は下館河川事務所ＨＰ

http://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/ 
にてダウンロードできます。

問い合わせ先

下館河川事務所管理課 TEL ０２９６－２５－２１６９（直通）

母
子
島
遊
水
地
の
旭
ヶ
丘
自
治
会
と
の
意
見
交

換
会
が
平
成
二
十
四
年
一
月
十
七
日
（
火
）（
十
八

時
～
二
十
時
）
下
館
河
川
事
務
所
第
三
会
議
室
に

於
い
て
、
旭
ヶ
丘
自
治
会
か
ら
会
長
他
十
六
名
、

事
務
所
か
ら
は
計
画
課
長
他
五
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

旭
ヶ
丘
自
治
会
か
ら
は
周
囲
堤
内
国
有
地
の
除

草
の
範
囲
と
回
数
、
母
子
島
住
宅
地
周
辺
の
桜
維

持
対
策
、
堤
防
天
端
の
交
通
対
策
等
に
つ
い
て
の

要
望
が
出
さ
れ
、
当
事
務
所
か
ら
は
、
除
草
の
実

施
に
つ
い
て
の
話
を
中
心
に
説
明
し
、
意
見
の
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
務
所
に
お
い
て
は
、
関

係
機
関
・
旭
ヶ
丘
自
治
会
と
意
見
調
整
を
行
い
よ

り
良
い
管
理
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

意見交換会参加者と質問・説明状況

平成24年度 公益助成事業

募集の紹介
営利を目的としない公益性の高い、関東甲信

越地域における ・地域づくり事業・防災事業・環

境保全事業・調査研究事業・講演会事業・広報

事業に対して行う（社）関東建設弘済会の公益助

成事業を募集中です。

地域づくりなどの活動をされている

皆さんの事業に有効利用されては

いかがでしょうか。

詳細は、

（社）関東建設弘済会 助成事業ＨＰ

http://www.kan‐koueki.net/

小貝川で施工中工事の一例 鬼怒川で施工中工事の一例

空
気
や
枯
れ
草
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。

火
災
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
火
の
取
り

い
に
は
、
十
分
注
意
し
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な

は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

”
火
災
を
発
見
し
た
ら

”

◎
ま
ず
安
全
な
場
所
へ
避
難

し
て
下
さ
い
。

◎
１
１
９
番
に
電
話
を
し
て

消
防
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
、

十
分
注
意
し
て
下
さ
い

小貝川堤防（上蛇地先外）災害復旧工事
（水海道出張所管内：常総市上蛇地先）

本町（上）築堤工事
（鎌庭出張所管内：常総市本町地先）

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日
（
水
）
か
ら
二
十

（
金
）
ま
で
の
三
日
間
、
宇
都
宮
市
と
合
同
で
河
川

敷
に
居
住
す
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
合
同
巡
視
を
行

ま
し
た
。

合
同
巡
視
は
、
平
成
十
四
年
に
「
ホ
ー
ム
レ
ス

自
立
支
援
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
相
互

の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支

援
等
を
促
す
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
当

事
務
所
が
管
理
し
て
い
る
鬼
怒
川
に
お
い
て
は

沿
川
自
治
体
（
宇
都
宮
市
）
と
合
同
で
年
二
回
実

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
役
割
と
し
て
、
★
当
事

所
は
国
有
地
の
不
法
占
用
の
解
消
、
洪
水
時
に
小

屋
等
の
流
失
に
よ
る
河
川
へ
の
支
障
の
軽
減
、
本

人
の
生
命
の
危
険
等
を
説
明
・
指
導
し
、
河
川
敷

か
ら
の
退
去
を
促
し
、
併
せ
て
使
用
実
態
の
把
握

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
は
晴
天
の
日
が
続

て
乾
燥
し
、
野
火
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

の
元
の
注
意
も
促
し
ま
し
た
。

★
沿
川
自
治
体
は
、
健
康
や
生
活
の
相
談
に
応

じ
、
自
立
支
援
を
促
し
ま
し
た
。

今
回
の
合
同
巡
視
で
は
、
居
住
者
に
は
口
頭
及

び
文
書
で
指
導
し
、
不
在
者
に
は
文
書
を
物
件
に

貼
り
付
け
る
等
の
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
と
合
同
で

ホ
ー
ム
レ
ス
巡
視
を
行
い
ま
し

居住者に自立に向けた指導

東日本大震災で被災

した堤防の復旧工事

をしています

河
川
の
工
事
に
あ
た
り
、
堤
防
の
上
の
道

路
の
通
行
止
や
工
事
車
両
の
通
行
な
ど
地
域

や
河
川
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
ご
不
便
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

堤防断面（高さ・幅）不足の解消をし堤防

の強化をして地域の安全に付与します

杉下築堤護岸工事
（藤代出張所管内：つくばみらい市杉下地先）

堤防断面（高さ・幅）不足の解消をし堤防

の強化をして地域の安全に付与します
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をご覧ください。

小貝川で施工中工事の一例 鬼怒川で施工中工事の一例
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び
文
書
で
指
導
し
、
不
在
者
に
は
文
書
を
物
件
に

貼
り
付
け
る
等
の
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
と
合
同
で

ホ
ー
ム
レ
ス
巡
視
を
行
い
ま
し
た

居住者に自立に向けた指導

河川敷使用実態の把握

東日本大震災で被災

した堤防の復旧工事

をしています

河
川
の
工
事
に
あ
た
り
、
堤
防
の
上
の
道

路
の
通
行
止
や
工
事
車
両
の
通
行
な
ど
地
域

や
河
川
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
ご
不
便
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

堤防断面（高さ・幅）不足の解消をし堤防

の強化をして地域の安全に付与します

杉下築堤護岸工事
（藤代出張所管内：つくばみらい市杉下地先）

堤防断面（高さ・幅）不足の解消をし堤防

の強化をして地域の安全に付与します


